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研究成果概要 
本年度は、昨年度から継続した物理研究と論文執筆の活動の成果として、以下の論文を

出版することが出来た。 
l 太陽ニュートリノのエキゾティックな相互作用の探索: PLB 809 (2020) 135741 

太陽ニュートリノが持つ可能性のあるミリチャージや磁気双極子モーメント、ダー

クフォトンによる相互作用の増強など、エキゾティックな相互作用の探索の結果 
l 天体からの重力波に相関のある現象の探索: Astropart. Phys.129 (2021) 102568 

重力波に同期して生じた可能性のある XMASS での未知現象の探索の結果 
l 液体キセノン検出器に用いる低 BG 光電子増倍管の開発: 2020 JINST 15 P09027 

XMASS-I に用いられた 2 インチ 6 角 R10789 に対し、壁際で生じた事象に対して

も発光を捉えることのできるより低バックグラウンド凸型 R13111 の開発。 
加えて以下の論文執筆も完成へ向けて進捗を得てきている。 
l 136Xe による 0n4b現象の探索 

ニュートリノが伴わない 4 つのベータ線の発生の可能性。ニュートリノがディラッ

ク型でも発生すると考えられている。 
現在 XMASS-I で得られた全データの解析を行い、論文としてまとめ、出版する計画を

進めている。これは XMASS のデータの集大成としての意義がある。2020 年度はコロ

ナ禍のため研究集会が開催できなかったが、状況が改善次第神岡施設での打ち合わせ、

コラボレーションミィーティング等を行うため経費を繰り越した。 
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